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１版

１版様　式　Ｆ－７－１

　２．課題番号

  

５．研究実績の概要

６．キーワード

７．現在までの進捗状況

産婆　助産婦　産院　助産所　リプロダクティブ・ヘルス　出産　医療化　産師法

３．研究課題名

区分 （2）おおむね順調に進展している。
理由
　本研究計画は①出産の医療化論、リプロダクティブ・ライツ/ヘルス、ケアの倫理にかかわる理論的整理、②大阪府助産師会館の所蔵資料の確認とデジタル
化、③九州3県の助産師会館への訪問と所蔵資料の確認、④東京、大阪を中心とした地域の開業助産師（産婆）に関する情報収集とインタビュー調査を当初の予
定としていた。しかし、収集した資料の確認とデジタル化に時間を必要とすることがわかり③，④への着手をせず、①、②を中心に実施することにした。 
　研究組織を構成するメンバ-全員が集まった研究会は東京の日本助産師会館会議室にて１回実施した。研究代表者が個別に会って打ち合わせる形で数回おこ
なった。具体的には、研究代表者と研究分担者松岡との間で奈良で打ち合わせた（１回）。また、研究代表者と研究協力者岡本との間で東京で打ち合わせ（2
回）、また京都助産師会館への往復車中で資料収集および研究に関する打ち合わせを実施した。直接、一同に会する研究会の開催の代わりにメールによる連絡・
打ち合わせを行った。 
　研究組織構成員全体での打ち合わせはさらに2回程度、実施予定でいたが、研究代表者の学内の業務と単著のまとめ等の作業に時間を割く必要があったため
に、前述のような形で実施した。 
　当初の予定とは異なるが、2018年度は大阪府助産師会保管資料のうち「堺市赤ちゃん審査会写真帖(帳）」は復刻版の図書として出版の見通しを得ることがで
きた。このための解説は執筆済みである。また電子化した資料を大学間のネットワークをつくり戦前期産婆会関連資料としての閲覧を可能にする見通しを得たこ
とはもっとも重要な2018年度の大きな成果である。これを2019年度に実施するために、リプロダクティブ・ヘルスと家族社会学を専門とする田間泰子氏に研究分
担者として参加して頂き、最終年度に向けた体制が整ったといえる。 
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１．研究種目名　　　 17K04151

部局

　2018年度は研究代表者、研究分担者、研究協力者間の研究交流を深めるとともに、それぞれの研究を深めた。京都府助産師会と大阪府助産師会には資料の電子
化とリスト修正作業終了後に、返却をおこなった。特に京都府資料は、図書・雑誌類は少なく、その多くが産婆会時代の事務にかかわる様々なタイプの資料だっ
たことから、資料リストを修正する必要が増えた。このため、資料返送の際に研究代表者大出と研究協力者の岡本が京都府助産師会館にて立ち会い、修正リスト
と資料との照合作業をおこなった。 
　当初の予定された電子化作業とは別に、大阪府助産師会で保管されていた戦前期の助産カルテについて（2017年度段階では電子化の対象外としていた）、劣化
が著しいことから、資料の電子化の依頼があり、郵送にてこれを受け取った。また京都府助産師会からは1936年に実施された大日本産婆会（京都大会）にかかわ
る資料が会館内で保管されているとのことで、すでに電子化済みの資料に加えて、これらの資料の電子化の依頼を受け、作業を継続している。 
　大阪府助産師会が保管していた「堺市赤ちゃん審査会写真帖（帳）」資料をもとに日本社会学会にて学会発表(ポスター）を行った。また戦前期の産院につい
て19世紀末期からおよそ半世紀にわたる法律の変遷を整理し制度的に跡づけ、これを日本助産学会学術集会にて学会発表(ポスター）を行った。 
　2018年度は研究代表者が戦前期の産婆会の全国組織化にかかわる産師法制定運動についてまとめた論文を中心に『産婆と産院の日本近代』という単著を出版し
た。著書がきっかけになり日本助産師会出版から2019年2月号の依頼原稿と出産ケア政策会議主催のシンポジウムにおける基調講演の依頼を受け実施した。 
　戦前期産婆会関連資料リストの修正、電子化資料の確認作業（ページの漏れ、ページレイアウトの統一など）を進めた。この作業は今年度も継続中である 

４．補助事業期間

職

氏名

教授
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９．次年度使用が生じた理由と使用計画

１０．研究発表（平成３０年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計5件（うち査読付論文　0件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　0件）

2019年

2018年

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし 無

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
大妻女子大学人間関係学部紀要『人間関係学研究』

大出　春江 20号

 ５．発行年
近代日本の産院の系譜と社会事業

 ２．論文標題

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
 オープンアクセス  国際共著

119-130

無

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
助産師（日本助産師会出版）

 １．著者名  ４．巻

産婆法／産師法と助産師法－その法制度化の審議過程と不成立の要因
 ２．論文標題

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
 オープンアクセス  国際共著

46-52

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし

　2018年度は研究組織構成メンバー全体による研究会の開催が予定より2回少なかった。研究代表者は研究分担者や研究協力者と個別に打ち合わせ、全体間は
メールで連絡をとるように努めた。これが次年度使用額が生じた大きな理由である。 
　2019年度は1)電子化された資料を分析対象とする作業と2)資料を収録したDVDの作成（仮称「戦前期産婆会関連資料」）3)館内で当該DVD資料閲覧を可能にする
大学ネットワークの構築をめざす。限定的な形ではあるが、この「戦前期産婆会関連資料」という情報インフラ整備により、産婆・助産婦・助産師の社会史への
アクセスを東京と関西を中心に行う予定である。1)～3)を行うと共に、その成果を2020年2月29日に研究代表者が所属する大妻女子大学で実施するシンポジウム
で公開する予定であり、昨年度の未使用額はこれらに使用する予定である。

 １．著者名  ４．巻
大出　春江 73巻 1号

 ５．発行年

　2019年度は、この3年間に電子化した資料をもとに、研究組織の構成メンバーによる研究成果を2020年2月29日に大妻女子大学（千代田校）で発表する予定であ
る。この発表はシンポジウム開催ポスターとして作成し、内外に広報し、80～100名規模での開催を考えている。シンポジウムの成果と電子化した資料リストを
冊子としてまとめることと、これを大学図書館および各都道府県の助産師会と関心の高い研究者に配布することを予定している。 
　電子化した資料（pdfファイル）の確認作業は現在継続中であるが、宮城県、千葉県、長野県、大阪府、京都府、鳥取県、島根県、愛媛県の保管資料の電子化
資料をどのように、またどこまで公開が可能かを研究組織構成メンバーで確認し、また助産師会の承諾を得た後にDVDを作成する。DVD作成により資料閲覧が簡便
になるので、これを大学間のネットワークをつくり「戦前期産婆会関連資料」（仮称DVD)としての閲覧を可能にすることをめざす。 
　「戦前期産婆会関連資料」（仮称DVD)には住所、氏名の記載が多く、電子データの安易なコピー等に対し、慎重な制限を設ける必要があるため、館内閲覧限
定・電子データの複製厳禁といった対策を設けることを考えている。 
　2019年10月は京都府にて「近畿地区助産師研修会」が開催される予定であり、今回の資料閲覧と電子化作業がきっかけとなり京都府助産師会を通じて招待講演
をおこなうことになった。助産職の歴史とアイデンティティおよび日本における出産のあり方を考える上で意義ある講演にすることをめざし、これを2020年2月
開催のシンポジウムの内容深化につなげていく予定である。 
 

８．今後の研究の推進方策
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2019年

2018年

2019年

〔学会発表〕　計9件（うち招待講演　0件／うち国際学会　0件）

2019年
 ４．発表年

出産ケア政策会議・Birth for the Future(BFF)研究会主催シンポジウム（日本赤十字看護大学）

 ２．発表標題

大出春江
 １．発表者名

 ３．学会等名

なぜ「助産」は見えなくなったのか――産婆・助産婦・助産師をめぐる社会統制

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし 無

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
臨床助産ケア

松岡悦子 1・2月号

 ５．発行年
韓国における産後ケア

 ２．論文標題

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
 オープンアクセス  国際共著

115-119

なし 無

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
助産雑誌

 １．著者名  ４．巻

 ５．発行年
アジアの新しい風　インドネシア、韓国、中国の自然分娩の動き

 ２．論文標題

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
 オープンアクセス  国際共著

790－795

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
家政学研究

 １．著者名  ４．巻
松岡悦子、諸昭喜、神谷摂子 72-10

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
 オープンアクセス  国際共著

5-7

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし 無

 １．著者名  ４．巻
松岡悦子 65-2

 ５．発行年
リプロダクションとアジアの近代化

 ２．論文標題
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2019年

2018年

2018年

2018年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

第33回 日本助産学会学術集会（福岡国際会議場）

第91回 日本社会学会大会 （甲南大学）

国際ジェンダー学会

Department of Anthropology, Dhaka University

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

大出春江

大出春江

松岡悦子

松岡悦子

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

産院の近代と日本の社会事業――大正期東京と大阪を中心に

赤ちゃん審査会が果たした役割と変容 ――児童保護運動が健民運動に変わるまで

ラウンドテーブル・バングラデシュ農村におけるリプロダクティブ・ヘルス改善の道筋を探る

Is it a Positive Birth Experience: Changing Health Behavior of Women’ Seminar on “Empowerment and Reproductive Health of
Women in Rural Bangladesh: Based on a Collaborative Research with NGO
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2018年

2019年

2018年

2018年
 ４．発表年

第33回 日本助産学会学術集会（福岡国際会議場）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ２．発表標題

全南大学校アジア文化研究所・韓国日本文化学会聯合　国際学術大会

Program Studi Jepang FIB, Universitas Indonesia

日本民俗学会 第70回年会（駒澤大学）

伊賀みどり

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 １．発表者名

松岡悦子

松岡悦子

伊賀みどり

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Public Lecture “Clinic Births as Representation of Japanese Culture”

助産院出産とジェンダー―「産婆」の夫からの聞き書き―

開業助産師に関する資料の保存とその意義

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本文化の反映としての産科医療－クリニックでの出産を中心として
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〔図書〕　計4件

2018年

2018年

2018年

2019年

計0件（うち出願0件／うち取得0件）

Comparing Childbirth in brazil and Japan: Social Hierarchies, Cultural Values, and the Meaning
of Place. In “Birth in Eight Cultures”

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

産婆と産院の日本近代

現代家族を読み解く12章

日本文化の現場と現在

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

大出春江

松岡悦子（日本家政学会編）

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

松岡悦子（全南大学校日本文化研究センター編）

松岡悦子（Robbie Davis-Floyd and Melissa Cheyney eds)

 ３．書名

青弓社

丸善出版

民俗院

Waveland Press

332

80-81

87-107

89-128

 ５．総ページ数
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１２．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

－

１４．備考

－
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